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419 乳酸菌 ATPase の in　 vivo に お ける活性化

（山梨大 ・工 ・化学脱物工）黒澤 尋、○石光崇志、中村和夫、 天野義文

【目的1乳酸菌 Lactbacill　us 　bulga　rieus は細胞 内に 生成した 乳酸ア ニ オン を 、 プロ トン

と共 にATPaseを通 じて 細胞外へ 排出 して い る 。 こ の ため細胞内pH は常に細胞外 よ り

も高 く維持 され て い る 。 こ の プ ロ トンの 濃 度勾配 をプロ トン駆 動力とい い
、 細胞の 耐

酸性 と種々 の 栄養素の 取 り込み に関与して い る 。 した が っ て 、 ATPase が正常 に機能 し

な くなる と
、 細胞 は恒 常性が保た れな くな り死滅 して しま うもの と考えられる 。 本研

究で は 、 乳酸菌の 耐 酸性を高める こ とを 目的とし て 、 L，bulgaricusの ATPase 活性の 強

化 を試み た 。 さらに 、 強化 したATPase 活性の 特性 を明 らか にす る と共に 、 強化菌の 耐

酸性を評価 した
。

星方法及び結果lL，delhrueckii　ss．　bulgaricus　JCMIOO2 をMRS 培 地で培 養した 。 菌体 を

超音波破砕 し、 遠心分離に よ り膜画分を調製 した 。 in　vitroにお い て膜 画分の ATPase活

性を高める効果の ある 因子 の 検索 をしたと 1 ろ 、 オ レイン酸 、 リノ ー
ル酸 、 リノ レ ン

酸な どの 中鎖不飽和脂肪酸を膜画分 に添加するこ とに よ りATPase活性が賦活 される こ

とが分か っ た 。 fη 碗 ro と同様の 賦活効果 を ifi　vivo 　l：お い て 再現 する ために低濃度の デ

カ ン酸存在下で Lbulgarieusの 馴養 を行 っ た 。 その 結果 、 馴養菌か ら得 られた膜画分の

ATPase活性は 、 通常の 約 2倍の 活性を膚 してい た 。 また 至 適pH 、
　 Km 値な どの 酵素 活

性の 諸性質も異なるこ とが 明 らか にな っ た 。

In　vivo 　activation 　of　lactic　acid 　bacterla　ATPase
Hiroshi　Kurosawa，OTakayuki　Ishimitsu、　Kazuo　Naka皿 ura ，　Yoshifumi　A 皿 ano

（Dept，　App1．　Chem ．　BiotechnQl．，　Yamanashi　Ulliv，）
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420 オキ シム 代謝に関与する 二 トリル ヒ ドラ タ ーゼ に関す る研ZZ　ee

（奮康県立大 ・工 ・歳物工学研 究セ ン ター）加藤康夫 、○津 田孝志 、 浅野泰久

【目的】演者らはこ れ まで 、 靫規微生物酵棄 ア ル ドキシム 脱水酵素の生産菌と して土壌
よりR輸 d◎coccus 　sp ．　YH3 −3樵を単離 し1｝、 各種の ニ トリル 合成へ と応用 して きた 2）。 本

菌の オキシム の代謝経賂に つ い て検酎 したとこ ろ、岡菌の 無細胞抽出液中に 二 トリル ヒ

ドラ ターゼの存在 を見 い 出 した 。 兮醸 は本酵繁の生産条件及び精製に つ い て検討 した結
果につ い て報管す る。

［方法及び結累】酵素 澑性の 灘定は 、 3一シア ノ ピリジンω を基質としてPH7．2の
H駈PES 嗣 a緩衝液申で酵素反応 を行い 、　Hibar　LiCker◎sotb ・NN2 カラム を用い るHP 廴C募析

に て 、 ω の滅少 または ニ コ チ ン ア ミ ド  の生成を直接定量 するこ とに より行 っ た。 ホ菌

株はコ バ ル トイオン を含む培地 で培養するこ とで 、 本酵素活性 を強 く蠢現 した
。 また、

各種の オキシム 、
二 トリル およびア ミ ドを瀰えるこ とで 、 比満性が向上 した の 本酵素 は

各種 の ア ル キル 、 ア リ
ー一

ル 、 及びア ラル キル の各種二 トリル に広 く作編 し、 対応するア

ミ ドを与 えた。 菌体 を超 音波破砕す る こ とに よ リホ酵素溝性は兜全に失われ たが 、畜草

酸等の有機酸 の 添掴 で失澑よ り保髏 され た 。 クP トノ ニ トリル
、 酢酸ナ トリウム 、 及び

NZ一ア ミン を禽む培地 で培養 した菌体 より無緬胞抽 出液 を調製 し、硫安分画及 び各種ク

ロ マ トグラ フ ィ
ーに よ り本酵紊 を高慶に精製 した

。 その 他 、 本酵棄の 醋性質に っ い て も
併せ て報告す る 。 1）臠本農釜化挙会平戎a年度大 会講演要旨集 、 p274　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2）鸚本生物工 学
会平成8年農大会講演要鷺集 、 幽9◎　　　　　　　　　　　　　　　　 畳 徽生物の オキシム代謝に関す る研 究 （第六報）
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